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表示を確認しましょう！ 

厚生労働省では、生活習慣病のリスクを高める飲酒量を定めています。 

1 日当たりの純アルコール量で男性 40ｇ以上 / 女性 20ｇ以上です。 

※お酒の量(ml)×アルコール濃度(度数/100)×0.8(アルコールの比重)＝純アルコール量(ｇ) 

例)ビール 500ml(5％) の場合の純アルコール量：500(ml)×0.05×0.8＝20(ｇ) 

純アルコール量は、酒類商品または各販売会社のホームページに掲載されています。 

参考：厚生労働省ホームページ、e-ヘルスネット 

正しいお酒との付き合い方 
お酒には、メリットとデメリットがあります。そのうえで、お酒と上手に付き合っていきましょう。 

ほどよいお酒には、食欲増進・ストレスの緩和・血行促進・人間関係を円滑にするメリットがあります。 

節度ある適切な飲酒量は、1 日当たりの純アルコール量が20g 程度とされています。 

純アルコール量の表示見本(例) 

 

山梨県では女性の方が生活習慣病の 

リスクを高める量の飲酒をしている傾向あり！ 

令和 4年度県民健康づくり実態状況調査 

エネルギー ○○kcal

たんぱく質 ○g

脂質 ○g

･･･ ○g

純アルコール量:14g

(350ml当たり)

表示を確認しましょう！ 
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おすすめの掲示場所 

①コピー機の前 

②トイレ、手洗い場 

③給湯室 

④喫煙所 

⑤休憩室     


